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インバウンド

理由

① インバウンド事業に伸び代を感じた

② 「将棋駒のまち」を活かすことができる

天童市の現状（2016年）

1 万 4 千人（外国人宿泊者数）

248 万人（観光客数）

圧倒的に少ない

①インバウンド事業に伸び代を感じた

2019年9月20日～ ラグビーワールドカップ（岩手開催）
2020年8月 東京オリンピック（宮城でサッカー）

外国人観光客
獲得の

チャンス

東北地方への宿泊者数（2016）

→ 120万人

国割合 伸び率

全国トップの伸び代

１位 台湾

２位 中国

３位 韓国

香港 +30％

台湾 +28％

タイ +41%

現状

天童市にも
伸び代あり

◎

インバウンド成功事例

◆ 7か国語対応のホームページ

◆ LCCの台湾直通

◆ 商店街での免税システムの拡充

◆ インバウンド向けきっぷの発売

岡山県 英語・中国語・韓国語
タイ語・フランス語・ドイツ語

San’in-Okayama Area Pass
4,000～5,000円（4日間）

【チームＡ 発表資料】



インバウンド成功事例

2015年7-9月 3万人

2016年7-9月 4万4千人

1.4倍

台湾・タイからの観光客 2倍

前年比

②「将棋駒のまち」を活かすことができる

「将棋」という日本文化に
触れることができる

訪日外国人観光客の訪問先伸び率

都市部 +1.4%

地方 +7.8%

地方人気の高まり

天童に
チャンス！

世界に通用する天童市の魅力

将棋駒 温泉

フルーツ 雪

取り組むポイント① アクセス

◆ 東北地方の他自治体との協力を主導

→ 天童に多くの集客を見込める

◆ 他国からの直行便の開設

◆ スキー場との連携強化

外国人向け東北周遊プラン
きっぷ

＋ 天童市内のお食事券
＋ 駒のお土産

取り組むポイント② 観光客対応

◆ パンフレット

◆ 飲食店のメニュー

◆ 標識の見直し（言語を大きく）

◆ 近隣の学生による観光ガイド

多言語対応

英語だけでなく
中国語
韓国語
タイ語



取り組むポイント② 観光客対応

快適な滞在

◆ シェアリングバイク

◆ 外国人観光客同士が
交流できる宿

ex）ドコモ・バイクシェア

取り組むポイント③ PR

◆ SNS（Instagram・Twitter）

ホームページの多言語化

→ 英語以外の言語でも情報発信

◆ Youtuberの勧誘

情報発信
市内の

学生目線での
魅力発信

役所と学生の
交流

取り組むポイント③ PR

将棋駒

◆ 天童を日本文化が学べる場として売り出す

◆ お土産になる特徴的な将棋駒を提供できる場の増加
ex）名前入りの駒

将棋の世界人口を増やそう

◆ 現在、将棋を行うのは日本国内の人がほとんど

日本 500～900万人（推定）

世界 600～1000万人（推定）

アニメ「りゅうおうのおしごと」が台湾で人気
→現地で日本の将棋が浸透してきている

そうした
なか…

将棋の世界人口を増やそう

アニメと市が積極的にコラボ

世界の将棋人口を増やして
天童市への観光客増加




